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“日中武術近代化の経路に関する比較” 

主な論点： 
１．体育近代化への理解 

 運動の近代化は以下の四つの方面から理解出来る。 

(1) 人間化。これによって現代体育の基本原則が設定される。たとえば、健康、エンデバー（
Endeavour）、友情、公平、公正。 

(2) 規範化。人間性に基づき、ハードとソフトの両方から体育を規範する。 

(3) 組織化。現代体育は、目的の確立、規則の設定、活動の実施などの面において、必ず現代
的な体育組織を必要とする。 

(4) 普及。現代体育は国民を対象とし全社会で進めなければならない。普及する際の特徴的なこ
ととして、体育が学校という共有的な社会教育システムの中で展開することである。 
 

２．武術近代化の印： 
 上記に続いて、武術の近代化には二つの特徴がある。一つ目は中小学校の正式科目として展
開すること。二つ目はオリンピックの正式種目になること。この視点から、日本の武術はすでに近
代化を成し遂げている(1926年剣道と柔道が中小学校の体育科目になる。1964年東京オリンピ
ックで柔道が正式種目になる)。しかし、中国武術はまだ長い道のりが残っている。 
 

３．中国武術と日本武道の表現形式の違い：統合されている中国武術と技術によって分解されて
いる日本武道 
 

４．中国武術の「套路運動」と「散打運動」：日本武道の「形」と「組み手」 
 

５．日中における武術発展過程の思想、観念の違い 
 

６．強力な中央集権の指導の下での中国武術の発展図式と民主制度の下での社団法人におけ
る日本武道の多元的な発展 
 

７．オリンピック正式種目会場から見た福建南拳と日本空手道の繋がりと違い。 
 

８．「人の成長」（「人間形成」）から見る現代武術の意義：身心の全面的発展、責任感と断固たる
品性の養成、日本の「もののあわれ」と中国の「寛容と慈悲」、日常行為の「礼」と「敬」 
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